
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大会報告書 
 
  



 
第 27 回世界スキーオリエンテーリング選手権大会 報告 

北海道・留寿都村ルスツリゾート：2026 年 3 月 1～6 日 

 

◎世界 14 か国から 98 人の選手（男子 56 人、女子 42 人）、チーム役員 31 人が参加。 

◎スプリント（3 月 2 日・優勝タイム約 16-17 分）、パシュート（3 月 3 日・優勝タイム約 65 分）、ミド

ル（3 月 5 日・優勝タイム約 55 分）、スプリントリレー（3 月 6 日・男女各 1 名が 3 回づつ継走）の 4

種目で実施。 

◎パシュートでは、石原湧樹選手が世界選手権での日本選手過去最高順位 16 位を獲得。 

◎スプリント、パシュート男子では現在ランキングトップのヨルゲン・バクリド選手（ノルウェー）が優勝、

スプリント女子でもランキングトップのアンナ・ウルベンソン選手（ノルウェー）が優勝。パシュート女子

では、エリアナ・ダイニンゲル選手（スイス）がスイスに初の金メダルをもたらす。降雪後のミドルでは男

女ともフィンランドが優勝（男子：ニクラス・エクストロム選手、女子：アマンダ・イリ・フクタ選手）。スプリ

ントリレーではノルウェー、フィンランド、スウェーデン、スイスが秒差の白熱の展開。 

◎3 月 7 日の併催子どもチャレンジスキーオリエンテーリングには約 30 名の参加者があり、スキー

O を地元の子どもたちに楽しんでもらえました。 

◎3 月 6 日には秋篠宮皇嗣妃殿下並びに悠仁親王殿下が御臨席になり、選手や関係者に温かいお言

葉を頂戴した他、大会翌日 7 日には子どもチャレンジスキーオリエンテーリングで、子どもたちの体験

をサポート頂きました。 

 

なおリザルトは以下の URL からご覧になれます。 

https://wsoc2026.jp/comp.html 

大会風景より 

 

レース後、地図を見ながらインタビューに応える選手 

 

スプリントのフラワーセレモニーでは通常の花束の代わ

りに北海道らしい「鮭喰いクマ」のぬいぐるみが渡され、

選手にも好評 



 

パシュートでは選手が前日の成績によって秒単位でスタ

ートする。山林内の地図配布所で地図を受け取り、本格

的なナヴィゲーションが始まる 

 

パシュートの表彰式。前日ミドルに続いてノルウェーのヨ

ルゲン・バクリド選手が僅差で逃げ切った。 

 

GPS トラッキングにより、レース展開は全世界に発信さ

れた 

 

レース後倒れ込む選手。レースの過酷さを物語る 

 

スプリントリレー競技では、秋篠宮皇嗣妃殿下並びに悠

仁親王殿下がフラワーセレモニーのプレゼンターをお引

き受けくださり、選手にマスコットをお渡しになった 

 

スプリント・リレーの表彰式では、両殿下は他の来賓とと

もに上位選手にお祝いの言葉を贈られた（左中央のお二

人） 

 

当日の様子は、「スキーオリエンテーリング 留寿都」で検索すると、多くのニュース映像を見ることが

できます。 
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リザルト＜スプリント＞ 
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リザルト＜スプリント＞ 

 

 

 

  



リザルト＜スプリント＞ 

 

 

 

  



リザルト＜パシュート＞ 

 

 

 

  



リザルト＜パシュート＞ 

 

 

 

  



リザルト＜パシュート＞ 

 

 

 

  



リザルト＜パシュート＞ 

 

 

 

  



リザルト＜ミドルディスタンス＞ 

 

 

 

  



リザルト＜ミドルディスタンス＞ 

 

 

 

  



リザルト＜ミドルディスタンス＞ 

 

 

 

  



リザルト＜ミドルディスタンス＞ 

 

 

 

  



リザルト＜スプリントリレー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



リザルト＜スプリントリレー＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


